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エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制構築に向けた文献レビュー 

 

分担研究者 小川純人 東京大学大学院医学系研究科老年病学 准教授

研究要旨：本研究班の中で文献検索グループの一員として、前年度に継続して文献レビュー

を中心に行った。老年病学分野のうち、骨粗鬆症と予後との関連性、要介護の原因・背景と

なる疾患との関連性、FRAX®に基づく地域住民スクリーニングの可能性、高齢者における

FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®カットオフ値などについて主に文献検索を行い、高

齢者における骨粗鬆症検診の現状や同検診の推進に向けた検査項目等について検討した。 

 

Ａ．研究目的 

本研究班の文献検索グループの一員として、

老年病学・高齢者医療分野において、FRAX®

に基づく地域住民スクリーニングの可能性、

高齢者における FRAX®による骨折リスク

評価や FRAX®カットオフ値、骨粗鬆症検診

提供体制等に関する文献検索を実施する。

本研究では、高齢者における FRAX®カット

オフ値ならびに骨粗鬆症検診への FRAX®

活用可能性や有用性等について、前年度に

引き続いて検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

前年度から引き続き、文献検索を中心に検

討し、FRAX®に基づく地域住民スクリーニ

ングの可能性、高齢者における FRAX®に

よる骨折リスク評価や FRAX®カットオフ

値などについて主に文献検索を行い、高齢

者における骨粗鬆症検診の現状や同検診の

推進に向けた検査項目等について検討し

た。 

老年病学・高齢者医療分野における、認知

症などの要介護要因となる疾患や老年症候

群と骨粗鬆症との関連性、FRAX®による骨

折リスク評価や FRAX®カットオフ値など

を中心に文献検索を行い、骨粗鬆症検診の

現状や同検診の提供体制の推進に向けた検

査項目等について検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

前年度に引き続き、FRAX®に基づく地域住

民スクリーニングの可能性、高齢者におけ

る FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®

カットオフ値などについて主に文献検索を

行った。骨粗鬆症や骨量減少と予後ならび

にフレイル・サルコペニアなどとの関連性

について示唆された。文献検索の中で、

FRAX®に基づく骨折リスク評価と介入閾値

については、英国の 50 歳以上女性における

介入閾値の報告（ McCloskey E, et al. 

Osteoporos Int 26;2091-2099, 2015）があり、

FRAX®に基づく住民スクリーニングの効果

としては、英国在住の地域住民を対象に実

施したランダム化対照試験によって、その

後 5 年間の高齢女性における大腿骨近位部

骨折発症率減少が認められた（Shepstone L 
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et al. Lancet 391;741-747,2018）。FRAX®に基

づく骨折リスク評価としては、カナダの 40

歳以上女性（54,459 名）を対象（平均観察期

間 10.5年）とした知見（Crandal CJ, et al. J 

Bone Miner Res 34;1419-1427, 2019）や、中国

の 50 歳以上女性(264名）における cut-off に

関する知見（Liu S, et al. J Endocrinol Invest 

44;347-352, 2021）などが挙げられた。国内

的には、金沢市における一般地域住民を対

象として実施している骨粗鬆症検診の複数

年度受診者 6478 例において、％YAM 値

<80 と FRAX 値（主要骨粗鬆症性骨折）と

の関連を検討した知見等が挙げられた（山

本憲男ほか.Osteoporos Jpn 21:753-759，2013）。  

 

Ｄ．考察 

骨粗鬆症検診に関連して、FRAX®に基づく

地域住民スクリーニング、ならびに高齢者

における FRAX®による骨折リスク評価や

FRAX®カットオフ値などに関する文献検索

では、骨粗鬆症スクリーニングとしての

FRAX®の有用性や可能性が示唆された。 

これまでの知見から一般住民や医療機関受

診者において、FRAX®に基づく主要骨粗鬆

症骨折確率を求めた場合、75歳以上女性で

はその 9 割以上と高率で 15%以上を示し、

75歳以上女性の多くは骨粗鬆症に対する薬

物治療開始基準に該当する可能性が生じる

ことになり得る。また高齢者の要介護要因

である認知症やフレイルについても、一部

文献において骨折・転倒との関連が示され

ている。 

わが国における骨粗鬆症検診の実施率は全

国平均で 5%程度と低く地域差も大きい。

こうした状況において、申請者らは持続可

能で効率的なエビデンスに基づく骨粗鬆症

検診体制を目指し、必要な文献検索を継続

するとともに、高齢者における FRAX®の

カットオフ値や骨粗鬆症検診への有用性な

ど、更なるエビデンスや知見が期待され

る。 

 

Ｅ．結論 

国内外の文献検索等により、FRAX®に基づ

く地域住民スクリーニング、高齢者におけ

る FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®

カットオフ値に関する知見などが得られ、

骨粗鬆症検診の推進に向けて高齢者を含め

た FRAX®の有用性やその課題が示唆され

てきている。わが国における今後の骨粗鬆

症検診体制の構築に向けて、FRAX®の有用

性を含めた更なるエビデンスの蓄積やシス

テマティックレビュー等による評価が期待

される。 
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（予定を含む。） 

1.特許取得 
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